
７．議事 

（１） 平成２２年伯耆町区長協議会事業計画（案）及び収支予算（案）について 

 

１）平成２２年伯耆町区長協議会事業計画（案）について 

 

① 定例会の開催 

◆目 的･･･伯耆町区長協議会の総会や行政との連絡調整を行なうため、 

１月・４月・１２月の３回定例会を開催  

◆内 容 

１月･･･区長協議会定例会（平成２１年事業報告及び収支決算、役員改選等） 

行政との連絡調整・その他 

４月･･･区長協議会定例会（平成２２年事業計画及び収支予算等） 

行政の平成２２年度事業説明及び連絡調整・その他 

１２月･･･区長協議会定例会（平成２２年（仮）事業報告及び収支決算等） 

行政の平成２３年度補助事業説明及び連絡調整・その他 

 

② 環境美化活動事業（伯耆町美化推進の日） 

◆目  的･･･伯耆町美化推進の日を設定し、町内の各集落・各地域で道路・公園

等の清掃活動を実施し、住民の美化環境意識の高揚を図る。 

    ◆実施日時･･･平成２２年６月２０日（日） 

           おおむね午前７時から午前９時まで（集落により変更可） 

    ◆実施方法 

      １ ５月下旬～６月上旬に、実施マニュアル・ゴミ分別表・ゴミ袋などを、

区長便により各集落に事前配布します。 

       （ゴミ袋は、可燃用・不燃用それぞれ集落戸数の 1／２程度） 

      ２ 集落で実施場所や清掃活動の方法等について決定し、実施していただき

ます。 

      ３ 収集したゴミは、各集落で分別し、町のゴミ収集日に出していただきま

す。 

・ この環境美化活動事業で収集したゴミの分別方法は、通常の町のゴミ収

集の分別方法よりゆるやかになっています。そのため、環境美化活動事

業で収集したゴミについては、そのことがわかるように「環境美化活動

分」という紙を貼って出してください。 

・ 有害ゴミ・不燃粗大ゴミなど、通常町では収集・処分しないゴミについ

ては、環境美化活動実施報告書でゴミの種類や保管場所を報告いただき、

後日役場で収集を行います。 

  ４ 環境美化活動実施報告書を協議会事務局に提出していただきます。 

   ※未使用のゴミ袋については集落活動で使用していただきます。 

◆周知方法 

・ 広報・ＣＡＴＶ文字放送・防災行政無線の利用、老人会・子供会への協力

依頼を行ないます。 



③ 防災活動事業（伯耆町防災の日） 

 

◆目  的･･･県の防災月間（９月）にあわせて防災の日を定め、町内全集落で集

落ごとに避難訓練を実施し、住民の防災意識の高揚及び災害時の迅

速な避難を図る。 

◆実施日時･･･平成２２年９月２６日（日） 午前８時から 

 ◆実施方法 

   １ ８月下旬から９月上旬に実施通知・実施マニュアル・実施予定報告書な

どを区長便により各集落に発送します。 

   ２ 避難訓練実施予定報告書を協議会事務局に提出していただきます。 

・ 避難訓練実施予定報告書には、避難する予定の避難所、避難訓練時に実

施されるその他の訓練等について記入していただきます。 

・ 消火栓を使用する場合は、水道水への影響を出さないため、町職員が立

ち会います。 

・ 消化訓練や消防ポンプの放水訓練をされる場合は、消防団等の指導が受

けられます。 

・ 要援護者の避難については、まず一番身近で、状況を把握しておられる

集落で検討していただくようお願いします。（例：要援護者を避難させ

るという想定して訓練） 

      ３ 地震・火災等を想定して、行政からの一斉避難指示により、各集落で避

難訓練等を実施していただきます。 

       ・ 避難する時は、服装・履物・持ち物など実際の避難を想定して行ってく

ださい。 

      ４ 訓練終了後は、電話で速やかに避難訓練実施報告を行っていただきます。 

・ 報告内容は、集落名・報告者氏名・避難所・避難終了時刻・避難人数で

す。 

 

 

 

※自主防災への参加と災害時要援護者台帳の作成（更新）にご協力ください。 

 

【災害時要援護者の名簿・地図について】 

◆目  的 

要援護者の名簿、住居地図等の情報を集落・行政・消防等で共有することにより、

災害時発生時の避難活動・支援がスムーズに進むことを目的としています。 

◆実施方法 

要援護者の名簿やマップの作成に関する情報を各集落単位で調査（要援護者本人

に対する名簿掲載の確認等）し、町に報告する。 

昨年度に作成済みの集落については、更新手続きにご協力ください。 



④ 研修会 

a 先進地視察研修 

◆目  的･･･伯耆町の集落が抱える問題点・課題等の解決に向けて、先進的な

取り組みを進めている地域を視察し、各集落や各地域の活性化を

図る。 

     ◆実施時期･･･未定 

◆視察内容･･･未定 

    ◆参加費用･･･多くの区長が参加できるように、なるべく参加費用が多くかから

ないようにします。 

◆実施方法･･･参加者が参加しやすい日帰りで実施します。 

◆費用負担･･･参加者負担（昼食代など） 

      ※実施時期・内容と併せて詳細は、別途お知らせします。 

 

ｂ 講演会の開催 

◆目  的･･･各集落が抱える問題点・課題に対応したテーマで講演会を開催し、

住民の自治意識の高揚を図る。 

◆実施方法･･･１２月区長協議会で実施 

 

 

   ⑤ 会員相互の親睦 

◆目  的･･･会員相互の親睦を深めるため、懇親会を開催します。 

◆実施日時･･･平成２２年４月２８日（水） 午後６時～ 

◆参 加 費･･･４，０００円（参加者負担・区長は 1,000 円助成あり） 

◆備  考･･･行政との懇親を深めるため、行政幹部の参加も要請しています。 

 

 

 

 

 



２）平成２２年度　伯耆町区長協議会　収支予算書（案）

①収入の部 （単位：円）

科  目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減

町 交 付 金 200,000 80,000 120,000

会 費 123,000 125,000 △ 2,000

諸 収 入 185 457 △ 272

前年度繰越金 51,815 27,543 24,272

計 375,000 233,000 142,000

②支出の部 （単位：円）

科  目 本年度予算額 前年度予算額 比較増減

講 師 謝 金 100,000 0 100,000

費 用 弁 償 100,000 54,000 46,000

消 耗 品 費 80,000 80,000 0

郵 券 料 5,000 25,000 △ 20,000

道 路 使 用 料 10,000 10,000 0

燃 料 費 10,000 10,000 0

助 成 金 40,000 30,000 10,000

雑 費 20,000 20,000 0

予 備 費 10,000 4,000 6,000

計 375,000 233,000 142,000

収入合計 375,000 円
支出合計 375,000 円

次年度繰越金 0 円

比較増減

講演会講師謝金

役員会費用弁償（4回）
会計監査費用弁償
講演会講師費用弁償

摘　要

平成２１年は講演会経費を
町予算で支出

地域自治活動交付金の1％

前年度繰越金

預金利息等

ゴミ袋購入費
視察研修費
資料作成費

連絡調整費
資料郵送料

視察研修高速代

視察研修燃料費

視察研修費

懇親会助成金@1,000円

 


